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公益社団法人

平成28年度　公益社団法人 石巻法人会  新春講演会並びに賀詞交歓会

平成28年度  公益社団法人石巻法人会新春講演会写真 P１ 　        
本年5月30日施行！個人情報を事業に活用するすべての事業者に
　　　　　　　　　　　個人情報保護法が適用されます P２,３
事業報告 P４,５
石巻の歴史から⑥「郷土の偉人　富田鐵之助」 P６,７
石巻税務署からのお知らせ P８,９ 
新入会員の紹介及び行事・各セミナー予定・クロスワードパズル P10 　

講師　多摩大学客員教授 /前ソフトバンク社長室長　嶋　聡 氏
演題　ソフトバンク前社長室長がみた、

松下幸之助と孫正義に直接学んだ「超一流のリーダーシップ」
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事
報
業
告

セミナー等

東松島支部主催

インフルエンザ予防ワクチン接種インフルエンザ予防ワクチン接種
日　　時　平成28年12月10日㈯　9：00～11：30日　　時　平成28年12月10日㈯　9：00～11：30
会　　場　石巻ルネッサンス館会　　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　医療法人社団進興会担当医療機関　医療法人社団進興会
　　　　　　　せんだい総合健診クリニック　　　　　　　せんだい総合健診クリニック

参加者数　74名参加者数　74名

石巻税務署へ新年の表敬訪問石巻税務署へ新年の表敬訪問

日　　時　平成29年1月5日㈭　10：00～11：00日　　時　平成29年1月5日㈭　10：00～11：00
会　　場　石巻税務署会　　場　石巻税務署

参加者数　8名参加者数　8名

日　　時　平成29年1月26日㈭日　　時　平成29年1月26日㈭
　　　　　講 16：00～17：30／賀 17：45～19：15　　　　　講 16：00～17：30／賀 17：45～19：15
会　　場　石巻グランドホテル会　　場　石巻グランドホテル
演　　題　ソフトバンク前社長室長がみた、松下幸之助と演　　題　ソフトバンク前社長室長がみた、松下幸之助と
　　　　　孫正義に直接学んだ　　　　　孫正義に直接学んだ「「超一流のリーダーシップ超一流のリーダーシップ」」
講　　師　講　　師　多摩大学客員教授/前ソフトバンク社長室長多摩大学客員教授/前ソフトバンク社長室長　嶋　   聡 氏　嶋　   聡 氏

参加者数　講演会92名（会員・非会員含む）/交歓会65名参加者数　講演会92名（会員・非会員含む）/交歓会65名

平成28年度  新春講演会並びに賀詞交歓会平成28年度  新春講演会並びに賀詞交歓会

日　　時　平成29年2月21日㈫　14：00～16：00日　　時　平成29年2月21日㈫　14：00～16：00
会　　場　石巻グランドホテル会　　場　石巻グランドホテル
演　　題　演　　題　「「がんの早期発見と早期治療がんの早期発見と早期治療」」
講　　師　講　　師　社会医療法人将道会総合南東北病院 PETマネージャー　社会医療法人将道会総合南東北病院 PETマネージャー　佐伯　悟 氏佐伯　悟 氏

参加者　16名（会員・非会員含む）参加者　16名（会員・非会員含む）

日　　時　平成29年2月1日㈬～2月3日㈮　3日間日　　時　平成29年2月1日㈬～2月3日㈮　3日間
　　　　　毎講座  14：00～16：00　　　　　毎講座  14：00～16：00
会　　場　石巻ルネッサンス館会　　場　石巻ルネッサンス館
講　　師　講　　師　石巻税務署 法人課税第一部門 統括国税調査官石巻税務署 法人課税第一部門 統括国税調査官　　藤沢　孝 氏藤沢　孝 氏
　　　　　　法人課税第一部門 総括上席国税調査官　　　　　　　法人課税第一部門 総括上席国税調査官　 平形　哲 氏平形　哲 氏

参加者数　13名（会員・非会員含む）参加者数　13名（会員・非会員含む）

平成28年度　健康セミナー平成28年度　健康セミナー

平成28年度  法人税務セミナー平成28年度  法人税務セミナー

メンタルヘルス対策セミナーメンタルヘルス対策セミナー

日　　時　平成29年2月27日㈪　14：00～16：00日　　時　平成29年2月27日㈪　14：00～16：00
会　　場　東松島市コミュニティーセンター会　　場　東松島市コミュニティーセンター
講　　師　講　　師　ティーペック㈱セミナー部門特別認定講師　ティーペック㈱セミナー部門特別認定講師　赤生 年男 氏赤生 年男 氏
　　　　　　　　　　AIU損害保険㈱ リスクコンサルティング部長　AIU損害保険㈱ リスクコンサルティング部長　高橋 　勝 氏高橋 　勝 氏

参加者　16名参加者　16名
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日　　時　平成29年1月18日㈬  9：25～10：10
会　　場　石巻市立蛇田小学校
講　　師　青年部会  木村部会長ほか2名
参加児童　111名

日　　時　平成29年1月27日㈮  10：40～11：25
会　　場　石巻市立渡波小学校
講　　師　青年部会  雁部幹事ほか2名
参加児童　40名

日　　時　平成29年2月8日㈬  14：00～15：30
会　　場　石巻グランドホテル
演　　題　「国税庁ホームページの活用法」
講　　師　石巻税務署 署長 佐々木 伸 氏
　　　　　石巻税務署  法人課税第一部門統括国税調査官

藤沢　 孝 氏
参 加 者　12名（会員・非会員含む）

日　　時　平成28年12月19日㈪  18：30～20：30
会　　場　ベルコルポ
出 席 者　14名

日　　時　平成28年12月9日㈮  10：50～11：35
会　　場　東松島市立赤井小学校
講　　師　青年部会  加納副部会長ほか3名
参加児童　30名

日　　時　平成29年2月5日㈰  18：00～
会　　場　鳴子温泉ますや
参 加 者　13名

日　　時　平成28年12月13日㈫  13：50～14：35
会　　場　石巻市立北村小学校
講　　師　青年部会  柳橋副部会長ほか5名
参加児童　14名

日　　時　平成29年2月24日㈮  10：50～11：35
会　　場　石巻市立中津山第二小学校
講　　師　青年部会  高橋幹事ほか3名
参加児童　23名

日　　時　平成28年12月21日㈬  14：00～16：00
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　㈲大森花園  専務取締役  大森 憲市 氏
参加者数　28名（会員・非会員含む）

日　　時　平成29年3月16日㈭16：00
会　　場　養護老人ホーム万生園
（ほか計10施設へも寄贈しました）

日　　時　平成28年12月9日㈮  10：50～11：35
会　　場　東松島市立赤井小学校
講　　師　青年部会  加納副部会長ほか3名
参加児童　30名

日　　時　平成29年1月23日㈪  19：00～
会　　場　秋保温泉　岩沼屋
参 加 者　9名

日　　時　平成29年1月24日㈫  13：30～14：15
会　　場　石巻市立前谷地小学校
講　　師　女性部会  三國副部会長ほか2名
参加児童　25名

租税教室租税教室租税教室租税教室

税務研修会税務研修会
第１回全体会議第１回全体会議租税教室租税教室

平成28年度  新年の会員交流会平成28年度  新年の会員交流会

租税教室租税教室租税教室租税教室
フラワーアレンジメント教室フラワーアレンジメント教室

平成28年度  未使用タオル寄贈活動平成28年度  未使用タオル寄贈活動

租税教室租税教室新年の会員交流会新年の会員交流会租税教室租税教室
青年部会女性部会



富田家屋敷跡の石碑
東松島市立鳴瀬未来中学校（旧鳴瀬第一中学校）
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富
田
鐵
之
助
は
、
勝
海
舟
の
抜
擢
で
ア

メ
リ
カ
に
渡
り
、
そ
こ
で
英
語
と
経
済
学

を
学
び
、
そ
の
蓄
積
し
た
力
量
で
日
本
銀

行
総
裁
や
東
京
府
知
事
等
を
勤
め
た
人
で

す
。
明
治
百
年
を
む
か
え
た
昭
和
四
十
三

年（
一
九
六
八
）に
宮
城
県
で
は
国
レ
ベ
ル

で
功
績
の
あ
っ
た
県
出
身
者
十
六
人
を
顕

彰
し
ま
し
た
が
、
富
田
鐵
之
助
は
、
そ
の

一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鐵
之
助
は
、
天
保
六
年（
一
八
三
五
）

仙
台
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
幕
末
に
活
躍

し
た
坂
本
龍
馬
・
土
方
歳
三
と
同
い
年
で

す
。

　

富
田
家
は
、
二
千
石
の
領
地
と
在
郷
屋

敷
を
桃
生
郡
小
野（
現
東
松
島
市
）に
も
っ

て
い
ま
し
た
が
、
鐵
之
助
は
仙
台
の
屋
敷

で
暮
ら
し
、
十
歳
に
な
っ
た
時
に
氏
家
緑

山
に
つ
い
て
漢
学
の
指
導
を
受
け
ま
す
。

し
か
し
、
三
年
後
、
師
匠
が
死
亡
し
た
た

め
小
野
の
屋
敷
に
移
り
父
實
安
か
ら
指
導

を
受
け
ま
す
。
そ
の
期
間
は
十
三
歳
か
ら

十
七
歳
迄
で
し
た
。
以
後
、
仙
台
に
出
て

各
種
武
術
を
学
ぶ
と
共
に
、
眞
田
喜
平
太

に
師
事
し
西
洋
砲
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
後
、
藩
の
命
令
で
江
戸
で
も
砲
術
と

蘭
学
、
蒸
気
機
械
術
、
海
軍
術
を
学
び
ま

し
た
。

　

鐵
之
助
の
人
生
に
と
っ
て
、
優
れ
た
指

導
者
や
影
響
力
を
持
つ
人
と
の
出
会
い

が
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

先
ず
江
戸
で
勝
海
舟
の
塾
生
と
な
っ
た

こ
と
が
、
彼
の
そ
の
後
の
人
生
を
決
定
づ

け
ま
す
。
海
舟
の
息
子
小
鹿
が
米
国
留
学

す
る
に
際
し
、
同
僚
の
庄
内
藩
士
高
木
三

郎
と
共
に
随
行
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
の
経
費
千
両
を
仙
台
藩
か
ら
支
出
す
る

よ
う
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
た
の
が
、
藩
の

江
戸
藩
邸
留
守
居
役
を
し
て
い
た
大
童
信

太
夫
で
し
た
。
又
、
彼
は
、
鐵
之
助
と
福

沢
諭
吉
を
結
び
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
福
沢
は
、
後
に
鐵
之
助
の
妻
と
な
る
杉

田
縫（
杉
田
玄
白
の
ひ
こ
孫
）を
引
き
合
わ

せ
て
仲
人
も
し
て
い
ま
す
。
大
童
信
太
夫

と
鐵
之
助
と
の
交
流
は
生
涯
を
通
じ
て
な

さ
れ
ま
し
た
。
彼
が
英
国
勤
務
を
し
て
い

た
折
、
石
巻
に
居
て
牡
鹿
郡
長
を
し
て
い

た
大
童（
そ
の
時
は
黒
川
剛
と
改
名
）に
欧

州
諸
国
の
軍
事
外
交
状
況
等
を
知
ら
せ
て

い
ま
す
。
又
、大
童
が
息
を
引
き
と
る
際
、

鐵
之
助
は
枕
も
と
で
そ
の
最
期
を
看
取
っ

て
い
ま
す
。

　

米
国
で
、
勝
小
鹿
が
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍

兵
学
校
に
入
学
し
、
鐵
之
助
も
明
治
政
府

の
留
学
生
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
市
に
あ
る
商
業
学
校
に

入
り
経
済
財
政
学
を
学
び
ま
す
。
こ
の
学

校
の
校
長
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
氏
は
、
彼
を
自

分
の
家
に
寄
宿
さ
せ
た
上
、
ア
ン
ナ
夫
人

が
英
語
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
後
年
、
鐵
之
助
は
、
森
有
礼
と
共
に

「
商
法
講
習
所
」（
後
の
一
橋
大
学
）の
開
設

準
備
を
し
、
福
沢
諭
吉
が
そ
の
設
立
趣
旨

書
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
学
校
の
教

師
と
し
て
自
分
が
指
導
を
受
け
た
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
氏
を
日
本
に
招
聘
し
て
い
ま
す
。

　

森
有
礼
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、
明
治

四
年（
一
八
七
一
）一
月
、
森
が
米
国
駐
在

公
使
と
し
て
赴
任
し
た
時
で
し
た
。更
に
、

日
本
を
密
出
国
し
て
い
た
新
島
襄
と
出

会
っ
た
の
も
こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
森
・
新
島
・
富
田
は
、
様
々
な
交
流

を
し
て
い
き
ま
す
が
、
特
筆
さ
れ
る
の
は

三
人
の
尽
力
で
仙
台
に
「
宮
城
英
学
校
」

（
後
に
「
東
華
学
校
」
と
改
名
）を
創
立
し

た
こ
と
で
す
。
こ
の
学
校
の
流
れ
は
、
宮

城
県
第
二
女
子
高
校
に
つ
な
が
り
、
現
在

の
「
宮
城
県
二
華
高
等
学
校
」に
続
い
て

い
ま
す
。

　

明
治
五
年（
一
八
七
二
）一
月
、
明
治
政

府
の
欧
米
使
節
団
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着

阿 

部  

和 

夫

阿 

部  

和 

夫

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

理
事
長

理
事
長

「
郷
土
の
偉
人  

富
田
鐵
之
助
」

石
巻
の
歴
史
か
ら 

⑥



眞
田
喜
平
太
の
墓
碑
銘
を
刻
ん
だ
石
碑（
石
巻
市
門
脇
二
丁
目  

西
光
寺
）

富田鐵之助・縫夫妻（長澤信孝氏提供）
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し
ま
す
。
岩
倉
具
視
を
中
心
と
す
る
木
戸

孝
允
、
大
久
保
利
通
、
伊
藤
博
文
等
の
一

行
で
し
た
。
一
行
に
と
っ
て
、
米
国
滞
在

五
年
を
超
え
る
留
学
生
富
田
の
存
在
は
貴

重
な
も
の
で
し
た
。
富
田
は
「
在
外
領
事

心
得
」
を
命
じ
ら
れ
、
岩
倉
使
節
の
随
行

員
と
な
り
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。
鐵
之

助
は
、
日
本
政
府
要
人
の
知
遇
を
得
た
の

で
す
。

　

で
は
、

鐵
之
助
は

生
涯
を
通

じ
、
ど
ん

な
立
場
で

ど
ん
な
働

き
を
し
た

の
で
し
ょ

う
か
。

　

先
ず
仙

台
藩
の
侍
と
し
て
、
江
戸
、
京
都
、
大
阪

で
幕
末
の
情
勢
探
索
等
を
し
ま
し
た
。
次

い
で
、
米
国
で
は
勝
小
鹿
の
保
護
者
で
あ

り
、
留
学
生
で
し
た
。
そ
の
こ
と
が
政
府

要
人
と
の
縁
に
な
っ
て
、
米
国
・
英
国
で

外
交
官
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
政
府
は
、
彼
が
学
ん
で
き
た
経
済

学
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
英
国
公
使

館
勤
務
を
免
除
さ
れ
帰
国
す
る
や
、
大
蔵

省
の
役
人
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
横

浜
正
金
銀
行（
当
時
外
国
為
替
を
扱
っ
て

い
た
）の
管
理
官
と
な
り
ま
す
。
翌
明
治

十
五
年（
一
八
八
二
）に
は
国
が
中
央
銀
行

（
日
本
銀
行
）を
設
立
す
る
準
備
を
始
め
、

鐵
之
助
も
そ
の
委
員
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
日
本
銀
行
が
開
業
す
る
際
に
は
副
総
裁

と
な
り
ま
し
た
。
初
代
の
吉
原
重
俊
総
裁

は
、
病
気
の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
薩
摩
出
身
の
大
蔵
大
臣
松
方
正
義

は
、
朝
敵
仙
台
藩
出
身
の
富
田
副
総
裁
を

昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
は
反
対
で
し
た
。
し

か
し
、
伊
藤
博
文
総
理
大
臣
、
森
有
礼
文

部
大
臣
が
閣
議
で
富
田
を
推
挙
し
、
二
代

目
日
銀
総
裁
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
一

年
七
か
月
後
、
横
浜
正
金
銀
行
へ
の
融
資

問
題
で
松
方
大
蔵
大
臣
と
対
立
し
て
罷
免

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
後
「
東
京
府
知
事
」
と
な
り
ま
す
。

在
任
中
の
最
大
の
功
績
は
、多
摩
地
方（
当

時
は
神
奈
川
県
）を
東
京
府
に
編
入
さ
せ
、

府
民
の
水
資
源
の
確
保
と
そ
の
衛
生
状
態

の
改
善
を
図
っ
た
こ
と
で
す
。

　

五
十
六
歳
の
時
、
終
身
の
貴
族
院
議
員

に
勅
選
さ
れ
、
八
十
二
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
議
員
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

鐵
之
助
に
は
、
経
済
学
者
と
し
て
の
立

場
も
あ
り
ま
し
た
。
銀
行
論
の
教
科
書
と

も
い
う
べ
き「
銀
行
小
言
」を
執
筆
し
刊
行

し
て
い
ま
す
。
や
が
て
時
間
的
余
裕
が
な

く
な
り
、
リ
ス
ト
の
著
作
を
大
島
貞
益
に

翻
訳
を
依
頼
し
自
分
は
校
閲
を
し
て
「
李

氏
経
済
論
」
と
し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

鐵
之
助
は
、
人
材
を
育
て
る
意
図
で
東

京
に
「
商
法
講
習
所
」、
仙
台
に
「
宮
城

英
学
校
」
を
創
り
ま
し
た
。
他
に
も
共
立

女
子
職
業
学
校（
後
に
共
立
女
子
大
学
）

等
の
運
営
に
助
言
す
る
等
の
協
力
を
し
て

い
ま
す
。

　

彼
は
ま
た
、
会
社
経
営
の
実
業
家
で
も

あ
り
、
富
士
紡
績
株
式
会
社
・
横
浜
火
災

保
険
株
式
会
社
は
鐵
之
助
が
最
高
責
任
者

で
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
に
は
な
ら
な
く

て
も
、
日
本
鉄
道
株
式
会
社
、
国
立
第

七
十
七
銀
行
、
日
本
勧
業
銀
行
の
設
立
に

関
わ
り
経
営
に
尽
力
ま
し
た
。
そ
の
上
、

他
の
銀
行
、
旧
大
名
家
、
学
校
等
に
助
言

や
財
政
救
済
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

国
立
第
七
十
七
銀
行
が
、
株
式
会
社
に
転

換
す
る
に
際
し
て
は
、
彼
に
諸
般
の
手
続

き
・
役
員
組
織
に
至
る
ま
で
の
一
切
を
委

任
し
全
面
的
に
彼
の
指
導
を
仰
い
で
い
ま

す
。

　

更
に
彼
は
、
宮
城
英
学
校
や

七
十
七
銀
行
の
件
だ
け
で
は
な

く
郷
土
の
為
に
尽
く
し
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
と
し

て
瑞
鳳
殿
に
弔
魂
碑
を
建
立
し

た
り
、
林
子
平
の
顕
彰
を
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。
又
、
旧
仙
台

藩
内
出
身
者
の
奨
学
金
制
度
と

し
て
「
仙
台
造
士
義
会
」
を
大

槻
文
彦
と
共
に
創
立
し
貧
し
い
人
材
を
援

助
し
ま
し
た
。
彼
は
、
郷
土
出
身
者
を
寄

食
さ
せ
た
り
、
依
頼
さ
れ
て
就
職
、
結
婚

の
世
話
も
し
ま
し
た
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
二
十
七

日
、
病
の
為
東
京
の
自
宅
で
八
十
二
歳
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
一
生
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
誠
実
で
義
理
堅
い
人
、

正
義
感
に
満
ち
金
銭
に
き
れ
い
な
人
、
恩

師
・
恩
人
に
礼
を
尽
く
し
た
人
、
面
倒
見

の
よ
い
人
、
自
分
の
善
行
を
出
さ
な
い
人

と
い
う
逸
話
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

薩
長
を
中
心
と
す
る
藩
閥
政
治
の
中

で
、
そ
れ
等
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
活
躍
を

し
た
富
田
鐵
之
助
は
、
戊
辰
戦
争
後
虐
げ

ら
れ
て
き
た
郷
土
の
出
世
頭
で
あ
り
、
支

柱
と
も
言
え
る
人
物
で
し
た
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
富
田
鐵
之
助
は
、
世

の
た
め
人
の
た
め
に
生
き
た
偉
人
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
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正
会
員
入
会

ア
フ
ラ
ッ
ク
募
集
代
理
店
㈱
秋
月
ト
ー
タ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

 

代
表
取
締
役　

秋
月　

義
友　

石
巻
市
日
和
が
丘
三

－

七

－

二
三

㈱
Ｓ
Ｋ
Ｆ
保
険
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役　

齋
藤　

秀
典　

東
松
島
市
矢
本
字
河
戸
四
〇
三

－
三

学
校
法
人
丁
子
学
園 

理　

事　

長　

丁
子　

正
明　

東
松
島
市
小
野
字
町
一
二
〇

㈱
ナ
ナ
ミ
ヤ
建
設 
情
報
非
公
開

㈱
Ｅ
Ｍ
Ｃ 
代
表
取
締
役　

熊
谷　

義
之　

情
報
非
公
開

㈱
サ
ン
シ
ョ
ウ
テ
ッ
ク 

代
表
取
締
役　

鶴
岡　

昭
雄　

石
巻
市
不
動
町
一

－
二

－

五　

㈲
大
成
重
機 

情
報
非
公
開

㈱
宮
城
介
護
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役　

鈴
木　

長
吉　

石
巻
市
渡
波
町
一
丁
目
二

－

二
七

三
養
水
産
㈱ 

代
表
取
締
役　

辻　
　

尚
広　

情
報
非
公
開

お
ひ
さ
ま
㈱ 

代
表
取
締
役　

齋
藤　

祐
司　

石
巻
市
中
央
二
丁
目
七

－

三
八

宮
城
健
装
㈱ 

代
表
取
締
役　

支
倉　

健
一　

東
松
島
市
矢
本
字
北
浦
三
九

－

四
六

㈱
あ
か
ね
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

代
表
取
締
役　

武
山　

濱
子　

石
巻
市
蛇
田
字
新
埣
寺
一
八
三

－

八

㈱BRID
E  A

cadem
y 

代
表
取
締
役　

佐
藤　

祐
太　

石
巻
市
丸
井
戸
三

－

二

－

十
三

㈱
つ
だ
で
ん
き 

代
表
取
締
役　

津
田　

孝
彰　

石
巻
市
大
街
道
南
三
丁
目
四

－

十
一

㈱
マ
ル
イ
チ
薬
局 

代
表
取
締
役　

佐
藤　

晶
子　

石
巻
市
山
下
町
一
丁
目
七

－

二
三

㈲
協
和
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役　

四
野
見　

篤　

石
巻
市
大
街
道
南
四
丁
目
二

－

七

女
川
食
品
加
工
㈱ 

代
表
取
締
役　

阿
部　

精
一　
牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
日
蕨
四
八

－

二
二

㈱
み
か
ぜ
屋 

代
表
取
締
役　

遠
藤　

諒
子　

石
巻
市
大
橋
三
丁
目
一
三

－

十
一

㈱
リ
ア
ン 

代
表
取
締
役　

櫻
井　

紀
明　

石
巻
市
住
吉
町
一
丁
目
八

－

三
二

協
和
建
設
㈱ 

情
報
非
公
開

　

賛
助
会
員
入
会

イ
ン
ス
ペ
ッ
ク 

代　
　
　

表　

土
井　
　

隆　
石
巻
市
渡
波
字
新
千
刈
一
六
〇
Ｎ

－

３

よ
し
竹 

代　
　
　

表　

菅
野
喜
三
夫　

石
巻
市
旭
町
十
二

－

十
二

髙
橋
組 

代　
　
　

表　

髙
橋　

義
和　

石
巻
市
鹿
又
字
町
浦
二

ナ
イ
ト
イ
ン
希
来 

代　
　
　

表　

佐
々
木
淑
子　

石
巻
市
立
町
二
丁
目
三

－

二
三

中
国
料
理　

寿 

代　
　
　

表　

及
川　

健
二　
石
巻
市
桃
生
町
中
津
山
字
町
二
九

－

三

新 

規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介

◇杉山愛さんが登場している法人会のポスター。その文面は「税の活動で企業・社会に
○○○○」です
◇北海道で生まれた人をこういいますね
◇暖かいと油断してはダメ。○○の戻りにご注意を
◇出発○○○○！
◇やっと完成の○○が立ったよ
◇フライを揚げるときに付けます
◇電動機付き自転車なら○○○○を上るのも楽だね
◇彼は人情の○○を解する人だ
◇ご飯を焚く米を「○○○米」といいます
◇白や紅。いまが見ごろです
◇振り仮名のこと
◇２月19日から「○○○アジア大会」が札幌などで開かれます

［作者略歴］
藤木順平（ふじき・じゅんぺい＝本名・
藤田順一）　フリーランスライター。

□解答を書いたクロスワードを切り取
るかまたはコピーして、ハガキに貼っ
て、住所・氏名・連絡先をご記入いた
だき、法人会事務局へお送り下さい。
正解者の中から抽選で３名の方にエス
タの商品券 1000円分をプレゼントい
たします。〆切は４月末日までとさせて
いただきます。

《ハガキ送り先》
〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内
（公社）石巻法人会  クロスワード係

４月４日 ㈫ 県青連 平成29年度第１回正副会長会議 18:30 新仙台ビルディング
４月７日 ㈮ 第12回法人会全国女性フォーラム鹿児島大会 14:00 城山観光ホテル
４月12日 ㈬ 新入社員セミナー 10:00 石巻グランドホテル
４月18日 ㈫ 東松島支部役員会 未定 未定
４月21日 ㈮ やさしくわかる庶務・総務の実務セミナー 13:30 石巻グランドホテル

行 事 予 定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。 http://www.i-houjinkai.jp

《漢字を使ったクロスワード・パズル》

５月11日 ㈭
県連 総務委員会 未定 未定
青年部会 平成29年度報告会 18:00 北京大飯店

５月18日 ㈭ 理事会 未定 未定
６月８日 ㈭ 平成29年度 定時社員総会 未定 未定
６月27日 ㈫ 補助金・助成金有効活用講座 13:30 石巻グランドホテル

　昨年の流行語大賞は「神ってる」でしたね。そこで、「神」の字の音読み（シン）と訓読
み（カミ）をヒントにしてパズルを解いてください（タテ・ヨコのカギは順不同です）。

※
前
号
に
て
記
載
漏
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
再
度
掲
載
致
し
ま
す
（
Ｈ
28
／
７
〜
Ｈ
29
／
３
）

※
入
会
順
に
掲
載
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